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図7︓ハンガリーの医学部⼊学者の⼈数と、その出⾝地の国公⽴⼤学医学部定員
の関係

ポーランドなどEU内で難易度の低い⼤学を受け直す学⽣もいる。このようなやりかた
は、1年間をかけて⼊学者を選抜していることに他ならない。⽇本とは異なるシステムを
採⽤しており、⽇本の医学部とは異なる特性をもつ学⽣が選抜される。

⽇本の⼤学より魅⼒的

 では、⽇本から東欧の医学部に進学する学⽣の背景はどうなっているのだろう。

 ⽯川君が、彼がアプローチ可能であったハンガリーの医学部で学ぶ⽇本⼈留学⽣61名
の背景を調査した。興味深い結果だった。

 親の職業が判明した45⼈のうち、親が医者だったのは23⼈、それ以外が22⼈だった。

 ⼊学者の出⾝地で多いのは、関東地⽅29⼈、九州11⼈、近畿8⼈、中国地⽅5⼈という
順だった。出⾝地と親の職業の間には、明らかな関連はない。

 冒頭で、⾸都圏の⾼校⽣は、国公⽴の医学部に進学するのが難しいことを紹介した。私
は、⽯川君に依頼して、各地⽅の国公⽴⼤学の医学部の定員枠と、ハンガリーの医学部に
進学している学⽣の割合を⽐較してもらった。勿論、少数例の検討で、確定的なことは⾔
えない。

 ただ、私は、
この結果を⾒て
驚いた。⾸都圏
の若者がハンガ
リーの医学部に
進学しているの
は予想通りだっ
たが、四国・九
州・中国地⽅
が、ほぼ同レベ
ルだったのだ。

 四国・九州・
中国地⽅など⻄
⽇本の若者の医
学部志向が、
我々の予想以上に根強いことがわかる。現在、厚⽣労働省は将来的な医師過剰を危惧し、
⽇本の医学部の定員を抑制しようとしているが、こんなことをしても、海外の⼤学に進学
するだけのようだ。英語で教育を受け、EU共通の医師免許を取れるため、⽇本の⼤学よ
り魅⼒的と⾔っていいかもしれない。

 しかも卒業後は、⽇本の病院での勤務も可能だ。2013年以降、ハンガリーの医学部を
卒業し、⽇本の医師国家試験を受験したのは56⼈。このうち、41⼈が合格している。合
格率は73％。⽇本の医師国家試験の合格率は88.7%（2017年）だから、⽴派な数字だ。

激変する⽇本の医学教育

 最近になって、東欧の医学部で学ぶ若者が多くのメディアで取り上げられるようになっ
た。その代表がスロバキア国⽴コメニウス⼤学医学部在学中の妹尾優希さんや、ハンガリ
ー国⽴センメルワイス⼤学医学部在学中の吉⽥いづみさん(2017年9⽉8⽇「秋篠宮親⼦
のハンガリー訪問から⾒た⽇本」、2017年9⽉26⽇「ハンガリーの『元移⺠』から⾒た
『ドイツ総選挙』の影響」参照）だ。夏休みなどで⽇本に帰国している際には、私どもの
研究室で研修している。

 吉⽥さんは、「灘や開成など有名進学校の学⽣からの問い合わせが増えました」と⾔
う。彼らにとっては、⽇本の医学部以上に有望な存在に映るのかもしれない。

 政府は⼤学教育の国際化を推し進めている。ところが、その効果はイマイチだ。⽇本の
主要⼤学の世界ランキングは低下の⼀途を辿っており、その理由の1つに国際化の遅れが
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